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１．対象レース
【10月20日～25日】
オレンジリボン運動支援競走　ルーキーシリーズ第18戦　スカパー！・JLC杯
【11月17日～11月20日】
オレンジリボン運動支援競走　中京スポーツもみじ杯
【11月28日～12月3日】
オレンジリボン運動支援競走　GⅢマスターズリーグ第9戦　ニッカンコム杯

２．協賛金
１レース・・・ １０，０００円　　　優勝戦・・・３０，０００円

※ご協力いただきました協賛金は全額オレンジリボン運動へ寄付致します。

３．タイトル名およびＰＲ内容の告知
「○○くんお誕生日おめでとうレース」、「○○夫妻結婚記念レース」、「居酒屋○○開店○周年記念競走」など、皆様の自由な発想でレース名を付けて楽しんでいただけます。
　出走表、場内テレビ、場内放送、スカパー！ＪＬＣ※１、ライブ＆リプレイ、ボートレース浜名湖ホームページなどでタイトル名・ＰＲ内容をご紹介いたします。
※１．スカパー！ＪＬＣでの紹介は、浜名湖開催の放映日に限ります。

４．募集締切
※メールでの受付のみとなります。
10月20日～10月25日開催レース…10月2日（日）
11月17日～11月20日開催レース…10月20日（木）
11月28日～12月3日 開催レース…11月4日（金）

５．特典
・実施日当日、冠協賛者様（最大8名まで）を来賓席にご招待いたします
・冠レース映像ＤＶＤ
・当日の出走表1枚
・オリジナルクオカード500円分
・次節以降に使える来賓席優待券
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、優勝戦協賛者様による花束プレゼンター等の特典はございませんので、予めご了承くださいますようお願い申し上げます。

６．応募方法
ボートレース浜名湖ホームページ内の冠レース応募概要から申請書をダウンロードしていただき、エクセルデータに必要事項をご入力の上、申込先のメールアドレスまでご送付ください。
　※申請方法は、メールでの受付のみとさせていただきます。

７．お問合せ先
〒431-0398 湖西市新居町中之郷3727-7 ボートレース浜名湖 宣伝課「冠レース協賛」係
TEL：053-594-7116 　Mail：kanmuri@boatrace-hamanako.or.jp


８．注意事項
· 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、優勝戦協賛者様による花束プレゼンター等の特典はございませんので、予めご了承くださいますようお願い申し上げます。
· 選手個人を応援するタイトル名、協賛タイトル名等が趣旨に相応しくないと判断した場合、お断りする事や内容を変更していただく事がございます。
· 同一レースに多数のご応募があった場合は先着優先により決定いたします。
· 採用者には、メールにて採用通知書を送付させていただきます。
· 協賛内容の審査を経て、協賛金振込先の案内文書を送付させていただきますので、指定の期日までに協賛金のお振込みをお願いいたします。協賛金の入金をもって確定となります。
· ご協力いただきました協賛金は全額、オレンジリボン運動へ寄付致します。
· 悪天候やその他諸事情によりレースが中止になった場合は、ご相談の上、協賛日の変更もしくは返金にて対応させていただきます。
· 「競艇→ボートレース」や「競争→競走」など、一部内容を変更させていただく場合がございます。
· 第三者の氏名又は名称、商標、その他第三者が権利を有する名称又は表現(以下「当該名称等」という)を含む場合には、権利を有する者が作成する当該名称等の使用許諾証明書を提出してください。提出が無い場合は、当該名称等は使用できません。
※第三者の氏名が家族や友人等の親しい間柄であっても、フルネームを使用する場合は使用許諾証明書の提出が必要となります。
· 協賛レース名、PR文が次のいずれかに該当すると認めた場合、受付の対象外となります。
（１）法令等に違反するもの又はそのおそれがあるもの
（２）人権侵害となるもの又はそのおそれがあるもの
（３）政治性のあるもの
（４）宗教性のあるもの
（５）社会的な問題についての主義主張にあたるもの
（６）公衆に不快の念又は危害を与えるおそれがあるもの
（７）公序良俗に反するものもしくはそのおそれがあるもの
（８）レース名やPR文を表示することが不適当であると認めるもの
（９）青少年の保護及び健全育成の観点から適切でないもの
（10）消費者被害の未然防止及び拡大防止の観点から適切でないもの
（11）その他、浜名湖競艇企業団が不適当であると認めるもの

9．備考
「オレンジリボン運動」とは…
「オレンジリボン運動」は、子ども虐待防止のシンボルマークとしてオレンジリボンを広めることで、子ども虐待をなくすことを呼びかける市民運動です。
オレンジリボン運動を通して子どもの虐待の現状を伝え、多くの方に子ども虐待の問題に関心を持っていただき、市民のネットワークにより、虐待のない社会を築くことを目指しています。
詳しくは「子ども虐待防止オレンジリボン運動」ホームページをご覧下さい。


